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○
糀
告
オ
八
号
専
決
処
分
事

項
の
報
併
に
つ
い
て

本
案
は
農
地
委
員
会
法
の
改

正
に
伴
う
本
市
農
業
委
員
会
に

か
か
る
幟
員
定
数
の
改
正
条
例

並
び
に
市
憎
住
宅
追
加
述
設
に

よ
る
予
算
の
追
加
更
正
の
専
決

処
分
事
項
の
報
告
で
あ
る
。

○
談
案
オ
五
○
け
寄
附
亜
棚

に
つ
い
て

本
件
は
寄
附
申
出
で
に
よ
る

件
で
一
、
木
造
瓦
葺
平
家
建
二
坪
二

合
五
勺
一
棟
但
オ
六
分
団

オ
ー
部
器
械
澗
場
と
し
て
願

出
人
大
字
若
栗
及
收
場
部
落

代
表
広
木
允
明
殿

一
、
木
造
瓦
葺
平
家
建
二
十
九

坪
一
柳
但
大
字
上
手
綱
北

組
公
民
館
川
と
し
て
願
出
人

大
字
上
手
綱
北
組
代
表
垪
和

武
雄
殿
小
松
信
英
殿

一
、
金
拾
万
円
也
但
秋
山
小

学
校
ピ
ア
ノ
購
入
費
中
へ
願

出
人
高
蔽
炭
砿
株
式
会
社
殿

一
、
金
七
万
円
也
但
秋
山
小

学
校
ピ
ア
ノ
購
入
費
中
へ
願

出
人
秋
山
小
学
校
Ｅ
Ｔ
Ａ
会

長
坂
本
竹
雄
殿

一
、
金
五
万
円
也
但
秋
山
小

’ ’議會だより

オ
三
回
市
議
會
定
例
會
開
く

オ
三
回
高
萩
市
議
会
定
例
会
を
去
る
九
月
二
十
七
日
高

燕
市
役
所
に
招
集
。
日
程
を
二
十
七
日
二
十
八
日
の
二
日

間
と
し
開
会
さ
れ
た
が
報
告
一
件
議
案
二
十
三
件
中
条
例

に
関
す
る
も
の
十
一
件
そ
の
他
主
な
る
も
の
と
し
て
庁
舎

東
小
学
校
並
ひ
に
市
営
住
宅
建
設
の
件
、
国
有
林
挑
下
げ

教
育
委
員
選
任
の
同
意
を
求
め
る
件
並
び
に
昭
和
三
十
二

年
度
才
入
才
出
追
加
更
正
予
算
等
に
つ
い
て
慎
重
審
議
か

行
わ
れ
会
議
時
間
を
延
長
し
全
議
案
を
万
場
一
致
で
可
決

承
認
。
日
程
二
日
間
を
一
日
に
短
縮
午
後
六
時
過
ぎ
終
了

し
た
。

学
校
ピ
ア
ノ
購
入
費
中
へ
願

出
人
宇
部
與
産
株
式
会
社
向

洋
錐
業
所
殿

一
、
教
育
図
書
玉
川
児
童
百
科

外
一
、
二
八
五
冊
但
秋
山

小
学
校
教
材
川
と
し
て
願
出

人
秋
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

坂
本
竹
雄
殿

一
論
門
扉
一
基
但
秋
山
小
学

校
東
側
通
用
門
と
し
て
願
出

人
秋
山
小
学
校
ｒ
ｍ
Ａ
会

長
坂
本
竹
雄
殿

一
、
金
拾
万
円
也
但
大
字
島

名
貯
水
杣
建
設
喪
中
へ
願
出

人
烏
名
区
長
時
崎
徳
寿
殿

一
、
金
拾
万
門
也
但
東
灰
貯

水
仙
建
設
費
中
へ
願
出
人
東

区
長
石
田
秀
二
殿

一
、
拾
万
円
也
但
才
一
分
団

貯
水
杣
建
設
費
中
へ
願
出
人

オ
ー
分
団
後
援
会
々
長
矢
代

光
史
殿

で
そ
れ
人
、
寄
附
を
受
領
す
る

も
の
で
あ
る
。

○
議
案
才
五
一
号
市
庁
舎
敷

地
取
得
議
決
に
つ
い
て

本
案
は
本
市
財
産
及
営
造
物

条
例
汁
九
条
の
規
定
に
よ
り
庁

舍
敷
地
と
し
て
三
千
坪
取
得
を

し
た
事
件
決
議
事
項
で
あ
る
。

○
議
案
オ
五
二
号
市
有
財
産

の
変
更
議
決
に
つ
い
て

本
案
は
同
じ
く
東
小
学
校
、

市
営
住
宅
並
び
に
県
営
住
宅
敷

地
と
し
て
普
通
財
産
で
あ
っ
た

山
林
を
行
政
財
産
と
し
て
使
用

す
る
た
め
の
変
更
議
決
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

○
議
案
オ
五
三
号
市
基
本
財

産
土
地
処
分
に
つ
い
て

本
案
は
肥
前
山
の
市
有
地
の
一

部
の
桃
下
げ
処
分
事
項
で
あ
る

○
議
案
オ
五
四
号
市
庁
舍
建

設
に
つ
い
て

○
議
案
才
五
五
号
東
小
学
校

舍
建
設
に
つ
い
て

Ｏ
議
案
オ
五
六
冊
市
営
住
宅

建
設
に
つ
い
て
以
上
三
件
は

庁
舍
‐
東
小
学
校
及
び
市
営

住
宅
の
建
設
に
か
か
る
事
件

議
決
事
項
で
あ
る
。

○
議
案
オ
五
七
号
東
小
学
校

敷
地
内
立
木
挑
下
処
分
に
つ

い
て
本
案
は
東
小
学
校
蚊
地
内
の

立
木
を
公
売
に
付
す
る
た
め
の

挑
下
処
分
議
決
事
項
で
あ
る
。

○
議
案
才
五
八
号
高
萩
市
特

別
職
の
恥
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
雷
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

本
案
は
商
萩
市
消
防
団
副
分
団

長
に
対
す
る
報
酬
支
給
を
追
加

規
定
す
る
条
例
で
あ
る
。

○
議
案
オ
五
九
号
高
萩
市
手

数
料
条
例
中
一
部
改
正
に
つ

い
て
本
案
は
市
手
数
料
条
例
中
へ

住
民
登
録
手
数
料
一
件
四
十
円

を
徴
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

○
議
案
才
六
○
号
高
萩
市
福

祉
事
務
所
設
置
条
例
中
一
部

改
正
に
つ
い
て

定
に
つ
い
て

○
談
案
第
六
四
号
高
萩
市
恥

員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
設
定
に
つ
い
て

以
上
の
四
案
は
い
づ
れ
も
今

回
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
訂

に
伴
い
県
の
準
則
に
従
っ
て
従

来
の
一
般
職
と
特
別
職
と
含
ま

れ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
を
き

り
は
な
し
て
条
例
を
設
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

○
瀧
案
第
六
五
号
高
萩
市
峨

員
の
休
日
及
び
休
暇
に
関
す

る
条
例
設
定
に
つ
い
て

本
案
は
本
市
福
祉
事
務
所
職

員
の
定
数
中
事
務
を
行
う
所
員

の
定
数
の
改
正
条
例
で
、
あ
る
。

○
議
案
オ
六
一
号
高
萩
市
特

別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
設
定
に
つ
い
て

○
議
案
オ
六
二
号
高
萩
市
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
設

定
に
つ
い
て

○
議
案
オ
六
三
号
高
蔽
市
峨

員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
設

追加更正予算額

’

出入 才才

追加更正
予算額 零力蟹馬科 目

市 税
公企業及び
財産收入
使用料及び

手数料
国庫支出金

県支出金
寄附金
縁越金
難收入
市 債

科

fY 4()8.2()0
費 が161 . ;131j
" ();}()_ ()()()
審 41)72.”()
筏△17.516.40()

｝,74.9鵠勢仇

生費 274.7m

済費 1.2"40()|

‘"㈱鮒il費’

０
０
０
０
０
０
２
７
０

０
０
４
り
ぎ
４
０
９
０
》
０

侭
し
０
５
０
７
０
４
０
０

３
６
Ｏ
５
ｌ
Ｏ
Ｏ
ｌ
心
０

６
４
４
８
１
９
－
１
２
０

９
》
０
５
り
ゆ
月
１
５

４
９
⑪
８
△
△

会議
役所
消 IW
士木
教育
社会及

施設費
保健術
産業経
財産
統計調
避準

諸支I

を
規
定
し
た
条
例
で
あ
る

○
機
案
第
六
七
号
地
方
自
治

法
節
二
百
七
条
の
規
定
に
よ

る
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例

設
暹
に
つ
い
て

本
案
は
地
方
自
治
法
第
二
百

七
条
の
規
定
に
よ
り
議
会
出
頭

人
、
公
聴
会
参
加
者
及
び
識
人

そ
の
他
の
者
に
実
費
弁
償
を
行

う
条
例
を
新
た
に
設
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

○
祇
案
節
六
八
号
教
育
委
員

避
脈
の
Ⅲ
芯
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（
以
下
二
面
上
段
へ
続
く
）

本
案
は
従
前
に
も
設
定
さ
れ

て
い
た
が
更
に
休
暇
の
種
類
を

具
体
的
に
規
定
し
た
も
の
で
あ

る
。○
議
案
第
六
六
号
高
萩
市
の

単
純
な
勢
務
に
雇
用
さ
れ
る

恥
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
に
関
す
る
条
例
設
定
に
つ

い
て
木
案
は
本
市
用
務
手
、
衛
生

工
手
、
運
転
手
及
び
常
工
夫
等

単
純
馨
務
者
に
対
す
る
給
与
等

’｜
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三
十
日
を
以
て
任
期
満
了
と

な
っ
た
の
で
大
字
横
川
鈴
木
〃
自
韓
車
荷
車
等
の
鑑
札

重
光
氏
を
教
育
委
員
に
滴
任

と
認
め
選
任
す
る
こ
と
に
つ

付
替
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
〃

い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
る

事
項
で
あ
る
。

○
議
案
第
六
九
号
高
萩
市
議
現
在
自
転
車
荷
車
等
（
自
転
車
５
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。

会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
「
原
動
機
付
自
転
車
を
除
く
」
筒
今
回
の
指
定
期
日
ま
で
に
付

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
荷
車
リ
ヤ
カ
ー
荷
積
牛
馬
車
〕
替
を
了
し
た
者
に
は
付
替
手
数

改
正
に
つ
い
て

当
嘩
舞
誰
識
曉
識
砿
函
識
球
琴
鮭
卵
軸
唖
い
“
識
凱
唖
諏
砲
峠
》
唯
巍
捲
狩
罪
匪
甦
畔
稚
函
蓬

○
議
案
第
七
○
号
国
有
林
排
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
様
々
な
す
と
一
件
に
つ
い
て
金
三
十
円

下
げ
に
つ
い
て
鑑
札
が
付
い
て
お
り
ま
す
し
、
の
付
替
手
数
料
が
徴
收
さ
れ
る

○
議
案
第
七
一
号
国
有
林
排
且
つ
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
て
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
念
の
た

下
げ
に
つ
い
て
鑑
札
を
標
識
と
更
め
ら
れ
ま
し
め
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
二
件
は
大
字
横
川
地
た
の
で
当
市
は
十
月
中
に
一
齊
睾
証
鐸
幟
硴
栖
詣
権
唖
砕
岬
洲

内
並
に
福
平
地
内
国
有
林
桃
下
に
付
替
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
防
止
上
一
齊
検
査
も
実
施
す
る

げ
申
請
を
す
る
た
め
議
会
の
談
し
た
。
付
替
期
日
、
場
所
等
に
方
針
で
す
か
ら
未
だ
無
鑑
札
の

決
を
行
う
事
項
で
あ
る
。

つ
い
て
は
追
っ
て
御
知
ら
せ
致
方
は
此
の
際
是
非
鑑
札
を
受
け

○
議
案
第
七
二
号
昭
和
三
十
し
ま
す
か
ら
そ
の
際
は
一
人
残
ら
れ
る
よ
う
御
注
意
申
上
げ
て

二
年
度
高
萩
市
才
人
才
出
追
ら
ず
付
替
を
完
了
し
て
頂
く
よ
お
き
ま
す
。

ロ
ｕ
■
■
■
■
■
■
■
三
・
呂
呂
』
■
■
■
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ュ
ー
■
ロ
『
呂
口
呂
呈
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
》
弓
ロ
ロ
ニ
■
一
■
■
■
■
■
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
■
“
・
・
与
里
■
凸
一
■
ヨ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
■
一
里
。
“
・
弓
』
こ
■
■
■
■
ロ
ロ
ロ
ロ
■
■
日
『
・
呂
自
昌
一
■
勺
０
口
日
日
Ⅱ
■
画
・
弓
●
■
●
且
■
■

”
Ｊ
円
心
心
り
り
句
勾
》
！
】
を
行
な
い
耕
地
や
宅
地
や
道
礫

玉
川
排
水
路
の
徹
底
的
な
改
修

」
で
』

消費者米債の改訂について
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10月1日以降米穀配給価格が改訂になりましたので

お知らせします。

改訂価格(10キロケラム当り円カヅコ内は1升当り円）

1.内地精米（基本配給） 83(） （118.醜〕
2． 〃 （希望配給) 830 (118.23)

師烈蛾3.徳用米

別””z”"ｼ〃z”〃"”〃ろ"4”〃“"坊……”"…"勿舛…虎"…

高萩玉川土地改良区発足

”玉川排水路改修工事

十一月着工の予定”

童
氏
（
一
年
委
員
〕
が
九
月

本
件
は
本
市
教
育
委
員
茂
又
加
更
正
予
算
に
つ
い
て
別
欄
掲
載
の
と
お
り
で
あ
る

雪
串
玉
へ
一
｝
中
愛
ヨ
ノ
邪
九
月

１

１

１

一

寸

■

Ⅱ

毎

里

■
１
１
１
．
二
・
勺
…
。
且
■
■
０
Ⅱ
Ⅱ
■
５
８
３
８
－
ｓ
０
Ｉ
Ｉ
ｄ
ｚ
８
…
”
二
日
■
Ｎ
１
Ｊ
ｒ
■
２
口
。
。
■
ｑ
０
Ｉ
Ｉ
■
・
…
…
興
可
Ⅱ
０
１
．
”
２
１
弓
手
画
８
８
回
■
］
。
。
－
口
…
６
Ⅱ
０
１
Ｊ
§
。
。
■
ロ
▲
９
１
６
１
Ｊ
』
ｐ
ｏ
ｏ
…
。
ロ
巳
■
Ⅱ
１
１
ク
ｏ
ｉ
ｚ
ロ
ー
■
Ⅱ
１
１
■
…
。
目
・
ｏ
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
呂
呂

玉
川
排
水
路
の
徹
底
的
な
改
修
九
米
に
対
し
第
一
期
工
事
一
三
で
あ
る
。

一
ラ
ジ
ノ
ク
ロ
ー
バ
ー

正
“
蕊
蕊
蕊
雪
蕊
譲
雲
霧
謹
韓
一
一
灘
遥
点

定
驚
を
二
毛
作
田
と
し
増
收
を
こ
と
に
な
っ
た
．

》
峰
函
撫
鯛
繊
蠅
嚇
隙
珊
隠
鮴
搬
紺
繩
雛
鯏
峰
溌
那
請
人
塞
一
撒
鯏
燗
郷
噸
月

春
蒔
と
駄
蒔
と
あ
り
、
ど

｛
播
穗
適
期

岬
歸
懸
》
》
》
研
称
明
》
一
》
一
一
帳
細

地
力
中
程
度
で
あ
ま
り
乾

地
路
月
て
九
月
五
日
ま
で
の
公
告
も
す
て
い
る
。

一
ボ
ン
ド
ー
ニ
ポ
ゾ
ド

』
－

玉
Ⅱ
ま
す
と
玉
川
排
水
路
は
断
面
狭
一
三
三
万
円
で
あ
る
．

萩
匪
た
め
排
水
は
殆
ん
ど
不
可
能
な
と
Ｂ
地
区
に
わ
け
Ａ
地
区
は
排
柴
田
勉
柴
田
芳
異
一
、
反
当
生
草
量

二
、
五
○
○
〆
’
四
、
○

繩
轌
睡
錦
唖
噸
識
桃
詐
郷
癖
痘
熾
湘
睡
確
酔
罐
睡
噺
勢
迩
鋤
娠
癖
咄
質
報
催
蝿
菊
次
癖
一
一
℃
叩
孵
時
期
及
回
数

一
三
同

ろ
目
的
を
も
づ
て
全
延
長
九
三
５
計
画
で
逐
次
実
施
す
る
予
定
泉
一
郎
四
月
下
旬
か
ら
年
六
回

蕊
【写真説明】 旧国道アスファルト鋪装工事

＝＝〃二一＝＝二一一〃”＝＝＝‐＝＝＝＝.■rd■r辱一”＝＝＝~一一＝＝一一＝＝＝毎戸扉＝＝＝d■＝＝‐＝＝車＝口々一二一.｡＝＝二一一＝＝

新
市
建
設
計
画
に
基
き
基
本
財

産
を
造
成
し
、
財
源
の
基
礎
を

確
立
し
て
市
財
政
の
紬
全
化
を

図
る
た
め
去
る
九
月
三
日
市
議

会
協
議
会
を
開
い
て
特
別
委
員

会
を
構
成
し
た
・

委
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

委
員
長
大
部
重
高

副
委
員
長
豊
田
武
門

委
員
吉
田
秀
吉

小
松
正
治

穂
積
政
次

下
山
田
栄
三
郎

三
代
進

鈴
木
広
次

岩
本
啓
治

矢
代
光
史

渡
辺
東
治

中
島
豊

国
有
林
払
下

特
別
委
員
会

-110-
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と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
現
在
法
に
よ
っ
て
、
一
定
多
数
人
の
市
町
村
が
国
民
健
康
保
険
を

個
人
の
經
済
力
で
医
療
費
の
用
間
に
傷
病
に
よ
る
危
険
を
分
散
実
施
し
た
と
き
、
手
の
市
町

意
が
で
き
る
よ
う
な
人
は
、
ほ
し
て
、
個
人
の
經
済
力
で
は
不
村
の
区
域
に
住
ん
で
い
る
者

ん
の
限
ら
れ
た
人
々
だ
け
で
あ
可
能
な
医
療
費
の
負
搭
を
解
決
全
部
が
被
保
険
者
と
な
っ
て

っ
て
、
大
多
数
の
も
の
に
は
不
し
て
生
活
の
安
定
を
図
る
制
度
保
岐
給
付
を
う
け
る
こ
と
が

可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
な
の
で
あ
る
。
で
き
る
、
し
か
し
法
律
で
は

多
数
の
人
が
協
力
し
て
、
め
い
㈲
保
瞼
者
伽
康
保
雌
や
船
員
保
険
の
被

め
い
が
分
に
応
じ
て
平
素
か
ら
国
民
他
康
保
険
は
原
則
と
し
保
険
者
、
法
例
で
定
め
た
共

一
定
の
掛
金
（
保
険
税
）
を
出
て
市
町
村
が
行
う
こ
と
に
な
済
組
合
員
等
そ
の
他
条
例
で

し
、
傷
病
の
と
き
に
は
、
そ
の
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
市
町
村
定
め
た
も
の
は
被
保
険
者
・
か

準
備
さ
れ
た
共
同
の
資
金
か
ら
が
經
営
主
体
と
な
り
条
例
や
ら
除
外
す
る
こ
と
に
な
っ
て

』
■
■
日
日
日
日
■
一
二
二
呂
二
■
ロ
ロ
！
■
■
Ｉ
《
■
中
曽
画
・
昌
句
■
日
日
日
日
里
二
・
雇
昌
呂
竜
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
一
口
“
ロ
ロ
農
・
巳
■
■
■
■
■
昌
冒
言
二
且
巳
宅
日
日
日
日
Ⅱ
■
』
言
②
弓
Ｅ
ｂ
ｐ
ｄ
■
１
８
口
■
舌
・
呂
邑
且
■
Ｕ
１
Ⅱ
日
日
型
畠
呂
呂
孟
ｑ
Ｂ
且
■
■
■
ｇ
目
一
三
二
■
■
■
■
■
■
■
■
函
呂
弓

』
学
宇
ロ
タ
ｇ
ｈ
《
“
、
“
ロ
■
″
Ｉ
邑
命
ニ
ロ
、
■
勾
一
伊
ロ
、
」
■
、
Ｉ
』
、
串
ロ
Ｆ
』
″
Ｈ
１
。
、
宮
・
Ｉ
〃
■
吟
冒
画
や
も
Ｄ
Ⅱ
Ｊ

七０“

、
０
，
１
、
ロ
ヴ
ヴ

〃
０

市
保
育
所
の
樂
し
い
運
動
会
呆
苛
師
己
よ
Ⅲ
〃

保
育
所
だ
よ
り

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
つ
え

Ⅱ
Ⅱ
国
民
健
康
保
瞼
Ⅲ
Ⅱ
２１１

わ
れ
わ
れ
は
何
時
病
気
に
か
か
め
い
め
い
の
不
時
の
失
費
を
負

り
、
怪
我
を
す
る
か
わ
か
ら
な
繕
す
る
組
織
が
必
要
と
な
っ
て

い
・
し
た
が
っ
て
そ
の
と
き
に
く
る
。
こ
の
組
織
が
即
ち
社
会

な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
平
保
険
の
制
度
で
あ
っ
て
国
民
健

素
か
ら
充
分
用
意
し
て
お
く
こ
康
保
険
は
こ
の
社
会
保
険
の
方

蕊 蕊
｡ Eﾖﾆ 日』』鞭､ 』

驚蕊

蕊驚
認

蕊蕊議

鱗
2

域

１
，

『
登
も
〃
″
″
毎
ｄ
ｑ
Ｌ
』
、
日
甲
』
Ｆ
二
。
『
Ｉ
ｎ
■
『
、
こ
こ
●
■
８
９
口
』
ロ
ゴ
ご
日
〃
口
々
言
閏
、
屯
８
９
『
Ｐ
・
ロ
七
Ｏ
Ｌ
Ⅱ
ご
串
争
万
ｒ
、
。
、
『
』

九
月
は
保
育
所
の
児
童
に
は
誠
に
楽
し
い
月
で
す

十
七
日
に
父
母
の
会
の
霧
員
の
皆
様
に
集
っ
て
頂

き
、
秋
の
行
事
の
相
談
会
で
運
動
会
が
二
十
六
日

と
決
り
、
二
十
五
日
に
は
強
い
雨
の
な
か
で
準
備

を
し
な
が
ら
、
天
気
を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が

保
育
参
観
と
し
て
の
運
動
会
は
好
天
に
恵
ま
れ
十

時
か
ら
次
々
と
行
わ
れ
る
各
種
目
に
親
子
と
も
大

喜
び
、
聖
児
園
と
第
一
幼
稚
園
の
ほ
か
多
数
の
お

客
さ
ん
と
共
に
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
な
か
で
も

父
母
と
児
童
の
一

結
ん
で
開
い
て
」
の
遊
戯
と
午

後
の
綱
引
は
親
子
共
一
生
懸
命
「
お
父
さ
ん
し
っ

か
り
」
「
お
母
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
」
の
子
供
達
の

声
は
楽
し
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
地
球
こ
ろ
が
し
」
「
紅
白
玉
入
れ
」
等
子
供
達

に
は
忘
れ
な
い
種
目
で
「
み
の
り
の
秋
」
に
は

「
僕
も
や
ら
せ
て
一
と
飛
入
り
の
出
る
面
白
さ
、

喜
び
と
笑
の
一
日
で
し
た
。
色
々
お
手
伝
を
い
た

だ
き
ま
し
た
父
母
の
会
の
皆
様
に
お
礼
申
上
げ
ま

す
。
筒
、
十
月
十
六
日
に
は
遠
足
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

規
則
を
定
め
た
り
保
険
税
を

徴
收
し
た
り
保
陥
給
付
を
し

た
り
色
殉
な
保
随
施
設
を
行

っ
た
り
、
龍
た
病
院
や
診
療

所
を
建
設
し
た
り
其
他
こ
の

事
業
に
必
要
な
一
切
の
事
務

を
行
ら
事
に
な
る
、
こ
の
よ

う
に
国
民
健
康
保
険
を
行
う

市
町
村
を
保
険
者
と
い
う
。

口
被
保
険
者

市
驍
舍
近
く
着
工

い
る
。

尚
保
険
給
付
の
種
類

被
保
険
者
が
病
気
、
怪
我
、

出
産
、
死
亡
等
の
事
故
が
お

き
た
と
き
に
保
険
者
が
給
付

す
る
こ
と
を
保
険
給
付
と
い

一
巾
庁
舎
ユ
枠
図

「
H 偶H ’

！

’

’
’

５
。
保
険
給
付
の
範
囲
と
か

稠
額
と
か
、
支
給
期
間
な
ど

は
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

以
下
次
号
で
給
付
の
種
類
や
保

険
施
設
等
に
つ
い
て
掲
載
す
る

廃
舍
、
学
校
．
市

鶯
住
宅
篝
請
負
者

決
る

3.市営住宅建設工事

㈹〔第一種木造波形スレート葺
平家建10戸）

場 所高萩市安良川字浜孵

建 坪延10ﾗ坪

着 工昭和B2年l()月()日

竣 工昭和33年2月28日

請負金額259万4千円

請負者今橋建設株式会社

2．東小学校建設工事

｡（第一種簡易耐火橘造平家蓮 （鉄筋コンクリート造2階窪〕
12戸）

場 所高祓市安良川浜W 場 所高萩市商戦字肥前山
建 坪延126坪 建 坪274．27坪
着 工昭和32年10月9日 着 工昭和82年1()月l()日
竣 工昭和83年2月28日 竣 工昭和33年3月I()R
請負金額400万円 請負金額1.63う万7千円
請負者沼田工務宙 請負者飯田建設株式会社

市庁舍建設工事

鐵筋コソクリーl､造3階建）

所高裁市大字1諦萩北川

土､ド 568.26坪

工昭和32年10月10日

工昭和83年8月31日

負金額4．714万円

負者株木建設株式会社

１
ｌ
場
建
着
竣
請
請

-111-
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九
月
六
日
か
ら
三
日
間
、
水

戸
教
育
会
館
に
お
い
て
、
毎
日

新
聞
社
並
に
県
商
工
会
議
所
連

合
会
主
催
に
よ
る
成
人
大
学
講

座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
成
人
大
学
の
目
的
は
何

か
と
申
し
ま
す
と
、
た
だ
単
に

諦
横
を
き
い
て
知
識
を
得
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
現

下
の
情
勢
に
お
い
て
、
最
も
重

要
な
問
題
点
に
焦
点
を
合
せ
て

お
互
の
意
見
を
た
Ｌ
か
わ
し
、

そ
し
て
集
団
の
正
し
い
意
見
を

生
み
だ
す
こ
と
に
あ
り
、
政
治

評
論
家
蝋
山
政
道
先
生
、
お
よ

び
、
東
京
教
育
大
学
講
師
館
稔

先
生
、
並
に
評
論
家
坂
西
志
保

木
市
は
市
制
施
行
と
共
に
人
口

密
度
の
増
加
と
、
近
年
日
増
し

に
増
え
る
交
通
量
の
た
め
、
先

に
計
画
決
定
さ
れ
た
春
日
児
童

公
園
を
国
庫
浦
助
事
業
と
し
て

今
年
十
月
中
旬
着
工
。
十
二
月

下
旬
竣
工
の
見
込
で
あ
り
ま
す

公
嗣
施
設
は
四
連
式
ブ
ラ
ン
コ

腰
掛
ブ
ラ
ン
コ
、
シ
ー
ソ
ー
、

富
士
型
滑
り
台
、
遊
動
木
、
波

動
回
転
塔
、
砂
場
等
を
遊
戯
加

設
と
し
、
縁
石
、
ゞ
ヘ
ン
チ
、
門

柱
、
生
垣
工
、
外
柵
工
の
工
作

物
、
パ
ー
ゴ
ラ
を
建
築
、
楠
栽

を
以
っ
て
修
景
し
、
市
民
の
遊

歩
、
衛
生
、
防
災
、
児
童
の
純

全
娯
楽
と
都
市
の
発
展
を
図
る

一
脚
紙
禮
嘘
窯
縦
断
利
一

完
全
施
設
を
目
指
し
て

春
日
児
童
公
園
近
く
着
工

先
生
の
お
三
方
を
中
心
と
し
て

県
下
の
商
工
、
教
育
関
係
者
約

二
百
名
が
毎
日
熱
心
な
討
瀧
を

続
け
、
極
め
て
重
要
な
る
成
果

を
意
ま
し
た
の
で
、
私
達
の
日

常
生
活
に
最
も
関
係
深
い
点
に

つ
い
て
、
い
さ
さ
か
私
見
も
ま

じ
え
て
所
感
の
一
端
を
次
に
申

し
述
・
へ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

一
、
軍
備
と
平
和
の
問
題

最
近
米
ソ
両
国
は
一
‐
こ
れ
以

上
緊
張
を
続
け
る
と
危
険
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
お
瓦
に
さ

と
り
ま
し
た
。
ま
た
、
原
子
兵

器
の
勢
力
が
ぼ
堂
平
衡
状
態
に

あ
る
こ
と
や
、
原
子
兵
器
の
製

造
競
争
を
し
て
は
金
が
か
上
っ

て
国
力
が
も
た
な
い
、
と
い
う

こ
と
も
さ
と
り
ま
し
た
。
或
は

略
の
で
あ
り
ま
す
。

事
業
費１、
ベ
ノ
、
－
ユ
、
「
１
ノ
、
ノ
、
ノ
町
川
Ｊ

７
／
ｒ
芒
ｒ
Ｌ
ｒ
巡
〆
Ｌ
／
Ｌ
ｌ

内
国
庫
湘
助四
○
○
、
○
○
○
川

市
負
捲阿
○
○
、
○
○
○
円

公
閑
名
称
の
窪
更

部
市
公
隅
法
施
行
と
、
町
名
改

正
に
作
な
い
公
園
の
名
称
を
次

の
通
り
窪
更
致
し
ま
し
た
。

中
央
児
童
公
園
（
旧
南
小
公
園
）

山
王
児
童
公
園（
旧
山
王
小
公
園
）

春
日
児
童
公
園
（
旧
旭
小
公
閲
）

叉
、
大
陸
間
弾
道
弾
の
出
現
に

よ
っ
て
、
峨
略
空
軍
基
地
が
一

撃
の
も
と
に
た
上
き
つ
ぶ
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
さ
と
り
ま

し
た
。
從
っ
て
こ
の
様
な
こ
と

が
原
因
と
な
っ
て
、
大
型
の
原

子
戦
争
は
発
生
し
に
く
上
な
っ

た
様
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
人
間
が
心
か
ら
人
道
に
め

ざ
め
な
い
限
り
、
小
型
の
戦
争

は
さ
け
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
日
本
の
立
場
に
つ

い
て
考
え
て
ゑ
ま
す
と
、
日
本

は
事
実
上
米
園
の
防
衛
線
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
近
隣
の

国
々
と
平
和
を
結
ば
な
い
限
り

戦
争
の
危
瞼
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本

は
或
程
度
の
自
衛
力
を
も
っ
た

中
立
国
に
な
る
の
が
一
番
こ
の

ま
し
い
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す

し
か
し
戦
争
心
様
式
が
高
度
に

煙
化
し
つ
上
あ
る
今
日
に
お
い

て
、
自
衛
力
に
自
信
を
も
つ
と

い
う
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ

茨
城
縣
市
町
村
職
員
共
濟
組
合

野
球
大
会
に
優
勝

三

菱

四

毛

Ｉ

一

口

皿

即

叩

叩

』

岬

群

咄

却

吋

叩

『

抽

竿

』

叩

学

口

口

口

へ

鉢

瞳

ざ

即

叩

叩

胴

●

叩

』

即

挿

和

詮

弓

Ｉ

ト

‐

い

》

秘

』

恥

即

】

皿

咋

即

Ⅱ

岫

』

と

に

思

わ

れ

ま

す

。

こ

の

よ

う

な
わ
け
で
日
本
は
、
今
後
に
お

い
て
自
国
の
安
全
を
は
か
ろ
う

と
考
え
る
な
ら
ば
、
国
連
の
集

団
防
術
に
た
よ
る
よ
り
ほ
か
に

方
法
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

但
し
こ
の
場
合
、
国
連
に
た
い

す
る
義
務
が
生
じ
ま
す
の
で
、

ど
の
様
な
方
法
を
も
っ
て
そ
の

義
務
を
は
た
す
か
と
い
う
と
こ

ろ
に
今
後
の
問
題
が
あ
る
わ
け

で
す
。
こ
れ
は
海
外
出
兵
或
は

徴
兵
制
な
ど
叉
関
係
の
深
い
重

要
問
題
な
の
で
、
更
に
討
議
を

必
要
と
す
る
問
題
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
乍
ら
私
達
は

「
戦
争
は
起
さ
な
い
、
起
し
て

は
な
ら
な
い
一
と
あ
く
ま
で
も

決
意
す
る
こ
と
が
平
和
へ
の
道

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

（
つ
堂
く
三
回
連
載
予
定
）

筆
者
は
市
商
工
会
役
員
神
長
）

吉
衛
氏
）

右
の
価
桁
は
、
包
装
代
、
歩
留

加
算
、
及
び
申
込
加
算
金
を
含

ん
だ
価
格
で
す
。

ま
す
。
対
戦
成
績

日
立
地
区
大
会

（
八
月
二
十
四
日
）

第
一
戦
。
対
常
陸
太
田
市

１１』
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
⑪
皇

（
九
月
十
五
日
）

第
二
戦
。
対
大
宮
町
胴
Ｉ
Ｏ

（
九
月
二
十
三
日
）

準
決
勝
対
大
子
町
ｎ
ｌ
２

決
勝
対
日
立
市
３
１
１

茨
城
県
大
会

（
十
月
七
日
）

第
一
戦
対
下
館
市
２
１
０

災
勝
対
牛
久
町
１
１
０

期
－
１
ｍ

一
月
月

－
０
０

・
１
１

渡
自
至
で

売

歴
－
１厩

ゞ
日
日
円

”
瓠
陀
躯
似
塑
翠

皿
月
月
２
１
Ｊ
ｐ
８

１
０
０
．
４
４
４
４
。
。

’
｜
回
国
月
↓
日
日
円

１
１
２
２
２
２
２

五
羽
鋤
郡
肥
加
抑

ｊ
ｊ

■
■
■
■
■

日
川
川
４
４
４
４
３

－Ｅ日日一弓

○
時
期
別
の
政
府
買
入
価
格
は

次
の
と
お
り
で
す
。

級
等
等
等
等
等

等
１
２
３
４
↑
抄

７
、
△
、

司
一
Ⅶ
オ

1月1日
1 略

２
２
り
召
２
ワ
】

２
４
６
８
８

４
⑪
Ｕ
２
１
９

■
ｈ
５
ｄ
ｑ

４
４
４
４
洲

ｌＬ、２
２
２
２
２

８
０
２
４
４

１
１
０
９
７

■
■
■
■
己

４
４
４
３
３

１Ｐ２
２
２
２
ワ
］

０
勘
１
６
６

－
〃
４
Ｄ
Ｏ
２
０

■
■
■
■
■

４
４
４
４
４

今
年
予
約
し
た
お
米
は
、
次

の
こ
を
と
実
行
し
て
売
り
渡
し

ま
し
ょ
う
。

一
、
乾
燥
を
よ
く
し
ま
し
よ

戸
八
Ｊ

○

一
、
調
製
を
よ
く
し
ま
し
よ

贋
Ｊ
○

一
、
最
川
は
切
れ
な
い
よ
う

包
装
は
し
っ
か
り
し
ま
し

ょ
う
。

一
、
き
ま
っ
た
期
日
に
、
き

ま
っ
た
場
所
で
械
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

◎
減
税
措
置

事
前
売
渡
申
込
制
に
よ
り
政

府
に
売
り
渡
し
に
米
穀
に
つ

い
て
申
膿
加
算
金
お
よ
び
時

期
別
仙
桁
琵
分
を
含
め
、
玄

米
平
均
洞
当
り
一
、
四
○
○

円
が
非
洲
税
と
な
り
所
得
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
茨
城
県
）

農
家
の

皆
さ
ん
〃

◎今月の納税は。

オ3期市民税･縣民税

期限～10月30日限り

-112-
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会
議
は
凡
て
採
決
で
、
賛
成
の
際
緊
張
緩
和
は
飽
く
ま
で
話
合

方
は
挙
手
を
と
い
い
、
反
対
の
っ
て
円
満
解
決
に
努
力
す
ぺ
き

方
は
挙
手
を
棄
権
の
方
は
挙
手
で
あ
る
等
そ
の
他
は
未
決
定
に

を
、
と
い
っ
た
工
合
に
一
々
挙
終
り
ま
し
た
、
私
は
コ
ロ
ソ
ポ

手
を
求
め
そ
の
数
を
よ
む
の
で
市
庁
舍
に
市
長
ス
ガ
タ
ダ
サ
氏

す
、
六
十
九
ヶ
国
の
代
表
は
何
と
会
い
ま
し
た
こ
の
人
は
親
日

れ
も
三
言
な
か
る
か
ら
ず
の
人
家
で
あ
り
日
本
へ
一
度
来
た
こ

々
の
集
り
で
あ
る
の
で
ケ
ソ
ヶ
と
も
あ
り
ま
す
、
そ
の
人
の
レ

ン
ゴ
ウ
、
コ
ウ
で
し
た
結
局
四
つ
セ
フ
シ
ョ
ン
に
招
待
を
受
け
ま

の
議
決
が
生
れ
ま
し
た
即
ち
原
し
た
、
又
首
相
主
催
の
レ
セ
プ

爆
禁
止
と
軍
拡
停
止
六
億
人
口
シ
ョ
ソ
に
も
招
待
さ
れ
ま
し
た

の
中
共
の
実
在
を
国
際
連
合
も
が
總
理
大
臣
夫
妻
と
そ
の
お
子

認
む
く
き
だ
と
い
う
こ
と
や
国
さ
ん
と
三
人
が
六
十
九
ヶ
国
代

■

三

二

二

■

■

三

一

一

三

■

■

三

三

二

■

■

三

三

二

一

■

■

三

三

三

■

■

三

三

一

三

■

■

三

二

三

■

■

三

三

二

■

■

三

二

二

覇
龍
弘
一
断
の
一
宇

Ⅲ

界
平
和

コ
ロ
ン
ボ
會
議
の
印
象

ム△
浜口

木

一

司
【3D

灘 …

癖

表
の
凡
て
の
一
人
々
々
に
握
手
た
。
女
子
専
門
学
校
謹
堂
で
行

し
て
く
れ
た
こ
と
が
極
め
て
感
つ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
何
し

銘
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
ろ
通
訳
な
し
で
は
全
然
駄
目
な

協
賛
会
か
ら
ち
花
輸
を
受
け
た
の
だ
か
ら
何
の
こ
と
は
な
い
眼

が
ど
の
手
も
こ
の
手
も
真
黒
な
と
耳
だ
け
に
た
よ
る
外
な
く
、

人
ば
か
り
、
岸
首
相
の
訪
問
直
口
だ
け
羽
田
空
港
へ
置
き
忘
れ

後
の
為
か
親
日
し
き
り
な
る
も
て
来
た
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

の
が
見
取
れ
ま
し
た
、
各
国
の
コ
ロ
ン
ボ
市
の
財
源
は
住
民
税

交
徹
会
で
一
番
よ
か
っ
た
の
は
と
車
税
が
大
部
分
で
あ
り
ま
す

印
度
で
あ
り
ま
し
た
、
岡
倉
天
車
は
実
に
多
く
そ
れ
が
一
ル
ビ

心
先
生
の
ア
ジ
ヤ
は
一
な
り
を
－
七
十
五
円
乃
至
ニ
ル
ピ
百
五

直
感
し
た
次
第
で
す
、
岡
倉
先
十
円
で
大
体
の
用
達
距
離
は
乗

生
の
孫
さ
ん
も
代
表
団
に
参
加
り
歩
け
る
か
ら
安
い
も
の
で
す

し
行
っ
て
い
ま
し
た
。
女
子
青
予
算
総
額
は
二
十
一
億
一
千
二

年
の
演
ず
る
セ
イ
ロ
ソ
バ
レ
ー
百
万
円
位
で
、
教
育
費
は
全
額

を
観
ま
し
た
、
筋
書
は
夫
や
父
国
家
負
担
で
あ
る
の
で
市
庁
で

や
兄
を
載
争
で
亡
く
し
、
最
後
き
い
て
も
全
然
わ
か
ら
な
い
の

は
原
爆
に
よ
っ
て
人
類
が
全
滅
で
す
、
日
本
で
も
そ
れ
が
よ
い

す
る
と
い
っ
た
鴫
の
で
、
一
ケ
の
で
は
な
い
で
し
よ
り
か
。
議

月
の
猛
練
習
と
苦
心
の
跡
が
よ
会
議
員
三
十
一
名
の
中
か
ら
特

く
汲
み
と
れ
て
よ
い
も
の
で
し
別
職
を
互
選
し
、
市
長
が
議
長

■
Ｅ
三
三
三
一
■
■
三
三
三
一
■
■
三
三
三
■
■
三
一
三
三
■
■
三
三
三
■
■
三
三
三
■
■
三
一
三
三
■
■
三
三
一
三
■
■
’
三
一
三
■

簡
単
な
事
で
も
人
の
事
と
な
る
る
人
毎
に
そ
の
勢
力
と
暇
つ
ぶ

と
仲
々
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
し
に
感
謝
し
つ
上
喜
こ
ん
で
歩

今
各
地
で
言
は
れ
て
い
る
人
足
行
し
て
居
る
訳
で
本
年
も
一
週

》
緬
畦
嘩
恥
岬
唖
屋
寄
一
誰
嘩
齢
》
輌
癖
揃
嘩
罎
鋤
読
万
鍵
唖
迩
唾

》
鉾
の
前
の
仕
事
で
も
、
よ
そ
事
の
三
日
間
の
勢
力
と
暇
を
さ
い
て

程
」
様
に
思
っ
て
見
の
が
し
て
い
る
居
る
訳
で
あ
る
。
又
こ
れ
を
見

琴
の
が
常
で
あ
る
が
、
こ
比
に
奇
た
赤
浜
上
宿
部
落
の
鈴
木
供
一

蛙
岬
篤
な
人
の
居
る
事
を
紹
介
し
期
氏
外
三
名
が
こ
の
作
山
氏
に
感

啼
》
の
様
な
方
が
一
人
で
も
多
く
あ
銘
し
其
の
先
約
二
丁
余
を
上
宿

錘
つ
た
な
ら
近
所
か
ら
近
所
と
立
行
通
路
と
ば
か
り
一
日
が
か
り

や
率
｛
派
な
通
路
が
出
来
そ
の
上
整
頓
で
立
派
に
改
修
し
て
多
く
の
人

無
さ
れ
た
き
れ
い
な
部
落
の
出
来
を
喜
ぱ
し
て
い
る
有
様
で
、
こ

譲
る
事
は
夢
で
は
な
い
と
思
５
．
の
様
な
か
く
れ
た
仕
事
は
仲
々

豚

、

感

そ

れ

は

下

手

綱

石

崎

部

落

の

出

来

な

い

も

の

で

、

私

は

そ

こ

羅
心

》
計
「
作
山
玉
吉
氏
」
で
あ
る
、
自
を
通
り
そ
れ
を
見
た
時
感
激
い

辮
分
の
家
に
行
く
道
路
で
は
あ
る
た
し
、
ほ
ん
と
に
う
る
わ
し
き

》
が
け
っ
し
て
専
用
道
路
で
は
な
美
挙
と
考
え
各
部
落
の
方
々
に

識
い
、
そ
れ
を
毎
年
の
様
に
独
り
御
紹
介
し
て
御
参
考
に
供
し
て

諾
認

識
で
両
側
の
溝
は
ら
い
や
ら
路
面
訳
な
の
で
あ
る
。

認

》
の
削
り
取
り
、
穴
う
め
草
刈
り
一
三
一
、
九
、
四
（
利
用
者
生
）

》
ま
で
や
っ
て
立
派
に
清
掃
さ
れ
【
写
真
は
道
路
補
修
に
奉
仕
の

鰯
数
多
の
人
の
通
る
道
な
れ
ば
通
作
山
玉
吉
氏
外
四
名
】

と
な
っ
て
議
事
の
運
管
を
や
る

の
で
す
か
ら
、
日
本
の
法
改
正

前
の
や
り
方
と
同
じ
で
す
、
委

員
会
も
あ
り
之
が
立
案
審
議
し

た
も
の
を
市
会
が
議
決
す
る
の

で
あ
る
が
、
珍
ら
し
い
の
は
印

を
一
切
使
は
な
く
て
、
サ
イ
ン

だ
け
で
ど
ん
ノ
ｒ
、
書
類
を
と
り

運
ん
で
る
の
で
、
日
本
の
様
に

印
の
数
を
沢
山
も
ら
は
な
く
て

執
行
に
う
つ
れ
る
と
こ
ろ
は
学

び
た
い
と
思
い
ま
し
だ
。
私
も

ジ
ャ
パ
ン
イ
チ
ジ
ス
ー
、
キ
と
書

け
ば
、
車
代
も
凡
て
何
も
ホ
テ

ご
承
知
の
よ
う
に
共
同
募
金
運

動
は
戦
後
、
混
乱
期
の
昭
和
二

十
二
年
に
、
民
間
社
会
福
祉
事

業
の
經
済
的
危
機
を
救
い
、
同

胞
相
扶
精
神
の
振
興
を
念
願
し

て
創
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
十
年
、
年
を
逐
う
て
国
民
感

情
、
国
民
生
活
の
中
に
潔
く
と

け
入
り
、
そ
の
理
解
あ
る
協
力

の
も
と
に
募
金
実
績
の
向
上
を

統
け
て
い
ま
す
。

本
運
動
が
こ
の
よ
う
に
順
調
な

進
展
を
見
ま
し
た
の
は
わ
が
国

民
性
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
運
動
創
始
以
来
終
始
一
貫

熱
烈
な
奉
仕
活
動
を
さ
れ
ま
し

た
婦
人
会
、
青
年
会
、
民
生
委

員
、
あ
る
い
は
部
蕗
委
員
等
の

方
々
の
ご
苦
勢
の
結
晶
で
あ
り

こ
れ
ら
に
対
し
て
深
く
感
謝
さ

れ
て
い
ま
す
。

赤
い
羽
根
運
動
に

ご
協
力
を
／

〃
赤
い
羽
根
〃
と
し
て
、
社
会
こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら
赤
い

愛
の
年
中
行
事
と
し
て
、
詮
な
羽
根
募
金
を
実
施
し
て
お
り
ま

さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
す
の
で
本
市
の
目
標
額
三
九
万

い
る
共
同
募
金
運
動
は
今
年
で
円
の
完
遂
の
た
め
市
民
各
位
の

十
週
年
を
迄
え
ま
し
た
。
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し

ご
承
知
の
よ
う
に
共
同
募
金
運
ま
す
。消
防
團
の
設
備
運

螢
測
定

本
市
消
防
団
の
合
理
的
な
運
営

を
図
ろ
た
め
八
月
二
十
九
日
よ

り
二
日
間
水
戸
支
庁
平
岡
主
事

に
よ
っ
て
之
が
測
定
を
行
っ
た

い
わ
ば
現
況
の
調
査
確
認
で
あ

る
。
国
家
消
防
本
部
の
定
め
に

従
い
三
十
戸
以
上
家
屋
密
集
地

帯
を
基
準
と
し
て
測
定
し
水
利

と
機
具
の
過
不
足
を
測
り
之
を

各
集
落
毎
に
表
し
県
の
査
定
に

侯
つ
く
く
提
出
し
た
。

本
市
は
区
域
が
大
き
い
の
で
計

算
通
り
に
は
参
り
ま
せ
ん
即
ち

川
が
あ
っ
て
も
季
節
に
よ
っ
て

は
水
が
流
れ
て
な
か
っ
た
り
自

動
車
も
急
坂
が
多
い
地
帝
で
は

計
算
通
り
に
到
着
出
来
な
か
っ

た
り
等
精
密
を
欠
く
面
も
あ
る

が
之
に
よ
っ
て
本
市
の
消
防
施

設
と
そ
の
運
営
が
画
期
的
に
向

上
さ
れ
る
に
相
違
な
い
。

ル
で
精
算
す
る
か
ら
と
い
っ
て

金
の
や
り
と
り
な
く
凡
て
を
運

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
ホ
テ

ル
も
調
度
品
凡
て
が
良
く
図
書

室
ま
で
完
備
し
て
ま
す
。
道
路

は
凡
て
鯆
装
し
て
あ
り
屠
場
も

本
当
に
清
潔
で
完
備
し
て
ま
す

但
し
宗
教
の
関
係
で
鶏
は
殆
ん

と
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
近
頃

で
こ
そ
肉
を
た
ぺ
る
様
に
生
活

改
善
が
な
さ
れ
て
ま
す
が
、
肉

類
と
卵
は
た
べ
な
い
古
く
か
ら

の
慣
習
で
す
。

（
以
下
次
号
）
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高
萩
区
副
区
長
作
山
行
男

区
長
柴
田
広
上
手
綱
北
陸

剛
区
長
石
正
一
区
長
神
長
恵
寿

″
沼
印
騒
一
副
区
長
垪
和
蝦

安
良
川
灰
下
手
棡
〆

灰
良
宇
佐
美
滴
凱
区
長
大
友
泰

副
区
長
松
本
幸
一
副
区
長
流
寅
松

″
雛
沢
幸
寿
〃
小
野
博

石
涌
区
尚
戸
区

区
艇
松
本
清
雄
Ⅸ
長
無
択
留
五
郎

剛
Ⅸ
災
鈴
木
朝
寿
副
脾
長
井
坂
辰
夫

東
灰
赤
浜
Ⅸ

灰
長
詞
田
秀
二
区
侭
皆
川
源
之
助

刑
〆
長
太
川
欽
二
副
Ⅸ
災
小
野
繁
喜

″
伽
戸
力
若
栗
区

島
名
灰
区
歴
広
木
允
明

区
長
時
崎
偲
寿
秋
川
区

副
〆
長
堀
田
富
が
区
長
豊
田
清
明

″
大
岡
甚
二
郎
剛
Ⅸ
長
鈴
木
喜
一

秋
山
区
〃
鈴
木
竹
雄

区
長
大
部
知
英
下
荊
田
区

副
区
長
坂
本
勝
義
区
長
松
本
川

″
下
山
旧
三
郎
副
ば
長
鈴
木
鞆

北
方
区
上
君
田
区

区
長
沼
田
保
雄
区
長
豊
田
克
美

副
区
長
沼
田
平
副
Ⅸ
長
佐
川
明

福
平
区
大
能
区

区
長
菊
地
福
雄
区
長
佐
川
重
雄

上
手
綱
下
区
副
区
長
沼
田
貞
夫

区
長
下
山
田
満
男
中
戸
川
区

副
区
長
田
辺
一
郎
区
長
樫
村
義
光

上
手
綱
南
区
副
区
長
菊
地
壷

区
長
佐
藤
頼

市
行
政
の

’
１
前
線
を
担
う
人
々

一
壱
猛
一
組
合
の
強
化
を
図
り
以
て
確
固
不
動
の
組
合
を
確
立
し
な
》

一

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

一
合
口
姉
舜
鯉
鯏
錯
幽
鋤
銅
醗
椰
塞
雑
唖
皿
認
浬
蜂
諏
繩
詫
蕪
函
一

一
組
一
馳
諸
詑
雫
動
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
で
あ
る
と
存
一

一
産
一
嘩
塞
窄
駅
醍
唾
函
祁
函
窪
澤
睡
塞
露
鐸
鍛
註
畢
罐
霊
峰
燕
一

●
一
一
し
て
農
林
関
係
の
事
務
を
円
滑
に
運
営
し
て
き
た
の
で
あ
一

一
生
一
岬
藩
識
揮
峰
蕊
翻
轌
函
鋤
幟
筆
祁
射
し
て
は
心
か
ら
な
る
一

各
禰
訓
杏
や
病
奎
巨
虫
防
除
或
は
供
米
等
今
後
と
も
絶
大
な
一

は
実
現
の
、

一
ま
た
国
、
巨

生
産
組
令
名

北
町
一

″
一
一

″
一
二

仲
町
一

″
一
一

浜
野

台
荷
萩

駒
木
原

北
方
上

北
方
下
一

″
下
二

安
良
川
北
部

″
中
部

″
宮
本

″
南
部

″
柳
町

石
捕
東
部

″
西
部

島
名
一

″
一
一

″
三
南
部

″
三
北
部

″
上
″
五

秋
山
下
東

ソ
下
西
一

一
農
業
生
産
‐

二

一

上
を
目
的
・

一
長
口
や
》
畔
》

一
合
ロ
ロ
姉
舜
鯉
鯏
一

組
一
馳
諸
詑
雫
一

一

産

畢
鐸
酢
罐
劫
抽
轌
霊
誰
捧
銀
地
睡
龍
蔀
闘
誼
唯
錨
叫
確
嗣
一

め
る
に
は
、
農
民
の
自
主
的
協
同
体
と
し
て
の
農
業
協
同
一

組
合
長石
定
雄

高
萩
藤
吾

国
井
伝
次

武
藤
泰
一
郎

藤
本
き
よ

小
森
谷
秀

神
永
四
郎
吉

細
貝
政
夫

蕪
木
定
夫

沼
田
厚

石
井
新
一

横
山
晃

鈴
木
幸

伊
藤
二
三
男

安
島
安
之
助

下
河
原
茂
三
郎

石
井
清

金
沢
喜
男

和
知
広

堀
田
利
忠

深
谷
保
雄

大
高
昌
美

根
本
栄

鈴
木
好
武

芳
賀
一
郎

沼
田
武
美 ｉ

ｆ
秋
山
下
西
二

″
北
沢

″
中
東

″
中
西

″
上
一

″
上
二

″
上
三

島
名
上
台

福
平
石
河
原
一

″
一
一

行
人
塚
一

″
一
一

西
城
石
畑
北
城
西

″
東

下
和
野

赤
浜
一
中

″
一
南

″
こ
の
上

″
二
の
下

″
｜
二

北
原
定
田
北
久
保

上
宿

獺
谷
勝
男

大
友
正
治

菊
地
定
喜

沼
田
満

大
部
徳
次

坂
本
勝
義

大
部
吉
郎

海
老
沼
末
平

菊
地
広

佐
藤
福
寿

下
山
田
進

小
野
菊
次
郎

関
ロ
義
寿

鈴
木
安
治

小
野
喜
美

大
高
喜
隆

今
川
和
夫

川
崎
政
一

富
塚
善
一
郎

関
兼
吉

根
本
一
郎

鈴
木
幸
次

鈴
木
芳
貞

長
久
保
正
見

佐
藤
仁

鈴
木
誠
一

鈴
木
洪
一

城
戸
場

長
原
石
崎
雄
子
尾

西
殿
町

殿
町
士
手
の
内

永
田
上
町
上

上
町
下

中
町
上

中
町
下

下
町
一

下
町
二

大
工
町

小
和
田

杉
岡
粕
内
杉
門
川
側
下
新

″
下
″
共
栄

″
上
の
一

ヶ
上
の
二

馬
場
す
ど
れ

石
荊
実
行
農
家
荷
の
沢

畑
中
堀
の
内

二
本
杉

前
の
内

千
代
田
南

″
北

豊
栄
一

千
代
田
二
坑

滝
の
脇

金
成
若
栗
牧
場
横
川
下

″
上
〃
“
大
金
田

渡
辺
栄
八

押
尾
孝
之

鈴
木
宏

桜
井
公
雄

松
田
一
郎

弓
野
啓
三

黒
沢
敬
喜

増
子
政
男

佐
藤
正
男

鈴
木
実

斎
藤
勇
夫

芳
賀
竹
雄

佐
藤
鶴
蔵

黒
木
留
次
郎

田
辺
武
男

加
藤
玄
之
太
郎

佐
藤
弘

佐
藤
弘

鈴
木
末
吉

穂
積
津
太
栄

平
沢
達
男

鈴
木
徳
夫

郷
士
行
男

原
桂
一
郎

滝
勇

佐
川
新
蔵

矢
代
寿
之
助

小
山
忠
蔵

根
本
い
ね

作
山
清
見

佐
川
陽
次
郎

佐
藤
ぎ
わ

根
木
秋
太
郎

大
久
保
三
郎

作
山
勝
一

椎
名
恵

広
木
重
信

鈴
木
清
市

金
沢
道
夫

鈴
木
伝

鈴
木
喜
一

松
本
信
美

佐
藤
達
夫

穂
積
大
雄

篠
原
二
三
代

鈴
木
政
雄

鈴
木
末
吉

横
川
持
山
小
山

下
君
田
台

″
宿
″
富
宿

″
大
川

″
第
一

″
大
荷
田

″
柳
沢

上
君
田
内
の
草

〃
神
合
一

″
岬
合
二

″
田
の
草

″
前
山

″
大
畑

″
久
川

大
能
下
″
上

中
戸
川

烏
曾
根

田
代

一
、
高
木
正
夫
氏
か
ら
二
名
の

吏
員
の
剃
切
に
謝
す
る
原
稲
を

い
た
堂
き
ま
し
た
。
突
に
胸
暖

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
当
然

の
事
を
し
た
ま
で
な
の
で
す
が

お
褒
め
を
い
た
ぜ
き
全
吏
員
は

一
層
自
重
自
愛
さ
れ
る
も
の
と

考
へ
筆
者
に
厚
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。

一
、
下
手
綱
石
崎
の
利
用
生
氏

か
ら
道
路
の
整
備
に
奉
仕
す
る

四
名
の
方
々
の
奇
篤
な
奉
仕
行

為
の
御
紹
介
が
あ
り
誠
に
明
る

い
お
話
、
戦
後
道
應
の
額
廃
を

な
げ
か
れ
て
い
る
際
一
般
市
民

へ
の
影
響
は
必
ず
大
き
い
と
考

へ
ら
れ
ろ
。

米
平

－ﾛ ﾛ ,小へLq U d d一0 ，町4』一
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, , ／秘/ﾉ

I

鯵
|蕊 神

長
辰
男

鈴
木
武
雄

鈴
木
千
之

松
本
登
志
男

鈴
木
彰

宇
野
重
久

鈴
木
晴
治

鈴
木
寿

豊
田
値

沼
田
栄

鈴
木
豊
蔵

佐
川
正

川
崎
義
夫

佐
川
孝
吉

佐
川
馨

佐
川
粘
一

佐
川
健
一

樫
村
雄
幸

三
代
千
代
正

金
沢
政
信

菊
池
明

地
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